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　　消費税増税法案の修正協議が始まり、国会情勢は緊迫しています。しかし、マスコミあげての大増税キャンペーンのもとでも、増税反対の声は日を追って増えています。朝日新聞の世論調査（6/6発表）では、消費税増税法案に反対・56％(5月は51％）、賛成・32％(同39％）となっています。この国民の声をさらに大きくするためにも、全国での宣伝や議員の地元事務所への働きかけをさらに強め、増税反対の大旋風を巻き起こしましょう。各界連と中央社保協は11日から連日国会要請行動を展開します。13日の緊急学習決起集会を大きく成功させましょう。

超党派で「採決阻止総決起大会」開催へ
消費税を考える国民会議（会長：清水信次日本チェーンストア協会会長、幹事長：川内博史民主党衆院議員）が7日、消費税増税採決阻止・総決起大会の準備会を開催。民主党、社民党、共産党、みんなの党、新党大地、無所属の国会議員、減税日本代表の河村たかし名古屋市長、中小企業団体など30団体・約70人が集まりました。全商連、保団連、食健連の代表も参加しました。15日の特別委員会で法案採決の危険が迫る中、6月14日午後6時から憲政記念館大講堂で「採択阻止に向けた総決起大会」を超党派で開催することを確認しました。会議での発言要旨を紹介します。
清水信次会長　「消費税増税が政争の具にされている。国を守るために国会の流れを変える必要がある」
重野安正議員(社民)　「首相のサミット出席に合わせてその前に採決するなど許されない」

穀田恵二議員(共産)　「メディアの大宣伝にもかかわらず、世論調査でも増税反対の意見が強まっていることに確信を持っている。くらし、経済、財政を破壊に導く増税に断固反対でたたかう。」
浅尾慶一郎議員（みんな）　「値上げに命をかける経営者はいない。命をかけなければならないのは売上増だ。実質経済に比べ税収が少ないのはデフレだからだ。金融政策をしっかりすれば税収は上がる」

亀井亜紀子議員（無所属）　「どの立場の人も『今、採決は反対』では一致できる。社会保障のため、はどこかへ行ってしまい、10％ありきになっている。なぜそんなに急ぐ必要があるのか」

川内博史議員(民主)　「修正協議は、法案を良くするのではなく、ただ増税だけを狙う増税談合だ。内閣府経済財政分析担当官が、10％になっても影響はないというが、税率引き上げ分全てが価格に上乗せできるという前提で分析しているとのこと。転嫁できない場合はどうなるのかときいたら『わからない』と言っている」

全国中小企業団体中央会・税制専門委員会副委員長　「増税阻止は当然だが、その次の段階では、国の財政立て直しのため税制の抜本改革が必要。税金が金持ち優遇のしくみになっている」
斎藤ゆうこ荒川区議（超党派の都内自治体議員懇談会）　「赤字でも負担させられる消費税。（湖東税理士の主張を掲載した農協新聞を手に）輸出戻し税で大企業は大儲け。つぶされる前に増税をつぶそう」
＊「消費税増税に反対します！」6･13緊急学習決起集会に参加しよう！！
　　6月13日（水）午後1時30分開会　4時20分閉会（予定）

　　星陵会館・ホールにて（千代田区永田町2-16-2・地下鉄永田町6番出口徒歩2分）

　　講演①「消費税を増税してはならない理由」　税理士　湖東京至さん
講演②「社会保障を壊す『一体改革』の正体～政府案で国民の負担はどうなるか｣

中央社保協事務局長　相野谷安孝さん
各界からのあいさつ、国会情勢報告、怒りの実態告発など
　　＊午前中は、国会議員要請行動をおこないます。10時30分～　衆院第一議員会館大会議室
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